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看護学生の食品摂取量と栄養摂取状況
保科英子 太田にわ 太田武夫
要 約
1993年及び1994年度の本短期大学部看護学科の2年次生145名を対象に,1日の摂取食品調査を行い,
摂取食品数,栄養摂取量,栄養素等充足率を求めたOこれらの分析の結果,以下の結論を得た.
1.全体の平均充足率のバランスは,食物繊維が低 く,ビタミンA,ビタミンCが高い値を示した｡
2.摂取食品数と栄養素等との相関は低かったが,食品数を2群に分けて比較すると,食品数多群でエ
ネルギー,秩,ビタミンC,食塩の摂取量が有意に多かった0
3.充足率の低かった食物繊維とビタミンAは相関があり,また食物繊維の充足率の低い学生は,カル
シウム,鉄の充足率が低い傾向にあった｡
4.自宅生と下宿生の比較では,差は見られなかった｡
これらの改善には,栄養素等の不足を効果的に補える食品の選択や,若い世代の噂好や生活にあった
食習慣形成のための情報提供が必要である｡
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は じ め に
食品は人間の生命を支え,生活を営む上で,塞
本的に必要な物質であることはいうまでもない｡
我が国厚生省は,1985年に,成人病の予防,さ
らには積極的な健康づ くりの推進の基本となる日
常の食生活を適正なものとするために,｢健康づ く
りのための食生活指針｣1)を策定している｡この中
では①多様な食品で栄養バランス (1日30食品を
目標),②日常の生活活動に見合ったエネルギー,
(卦脂肪は量と質を考える,④食塩を摂りすぎない
(1日10g以下を目標)等の目標があげられてい
る｡
さらに,1994年には,対象の特性に応じた栄養
上の特徴,食生活上の問題点を踏まえた具体的な
対応指針として,｢対象特性別食生活指針(以下食
生活指針とする)｣1)を策定している｡その中で,女
性の栄養指針として,自身の健康はもとより,家
庭や子供,特に妊娠,授乳等,女性特有の観点か
岡山大学医療技術短期大学部看護学科
らの食生活への関わりを考慮して,無理な減量や
貧血および母性に良い栄養についての配慮を鳴っ
ている｡
本学看護学科においても,従来よりこの点を重
視し,臨床看護学総論の ｢食事療法と看護｣の講
義において,栄養評価の演習を取り入れている｡
これは将来,臨床の場や地域で,栄養指導に大き
く携わる者として,栄養についての認識を深め,
指導できる能力を養うことを目標としている｡
また,看護学生自身には,高校を卒業し,親元
から離れて自立を始める年代であるとともに,ダ
イエット志向も手伝って,栄養のバランスを良好
に保ちにくい年代でもある｡また看護学生白身の
ほとんどが将来母体となりうることを考えあわせ,
この時期に自分自身による栄養評価及び自己管理
の重要性を認識し,実践する能力を高めることが
重要と考えているからである｡
本研究では,この演習効果を評価し,より効果
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的に進めるための資料として,まず本学看護学生
の集団としての栄養摂取の特性を知る目的で以下
の研究を行った｡
目 的
看護学生の食事記録から,-食品及び,栄養素等
の摂取状況の特徴を明らかにし,看護学生の食生
活,栄養に対する自己評価の資料として供するこ
とを目的とするD
研 究 方 法
1.対象
1993年および1994年度の本短期大学部看護学科
2年次生145名を対象とした｡
2.調査方法
筆者らが作成した表に献立,食品名,摂取量の
順に学生が自己記入し,栄養計算を行った｡これ
らの記載を基に筆者らが栄養計算を確認し,栄養
素等充足率を求めた｡
栄養計算は,その栄養素等摂取量を4訂日本食
品標準成分表2)をもとに算出した｡
栄養素等充足率 (%)は,
1人1日当たりの栄養素等摂取量
対象者の栄養所要量
×100
の式3)によって求めた｡
栄養所要量は,第5次改訂 日本人の栄養所要
量1)に準拠し,性,年齢,生活活動強度により算出
した｡脂質は,脂肪エネルギー比20-25%の範囲の
中間値22.5% を,食物繊維は20-25gの中間値
22.5gを,食塩は10gを目標摂取量として算出し
た｡また,摂取食品数は,30品を目標値とし,摂
取食品数を数えるに当たっては,食生活指針に示
されるように,栄養素等につながるマヨネーズ,
ドレッシング等は数え.その他の調味料や香辛料
は数えないこととしたO
なお,データーの分析には,統計パ ッケージ
HALBAU(現代数学社)を用いて,平均値の比較
にはt検定を,比率の比較には ∬ 2検定を行った｡
なお,調査期間は両年度とも5月下旬の特別で
ない日に行った｡
結 果
1.対象者の属性
得られた結果は,1993年76人,1994年78人であ
るが,記載が不十分なものを除く各70人 (92%),
75人 (96%)について分析を行った｡これら2集
団について予め各項目の平均値を求めて t検定を
おこなったところ,両群に有意な差が認められな
かったので,以下の分析は両群をあわせた145人を
一つの集団として行った｡
なお,対象者の属性は,表 1に示したとおりで
ある｡
表 1 対象の属性 N-145
身 長 (cm) 158.2±4.8
体 重 (kg) 52ー2±5,3
年 齢 (読) 19-20
住 吊 :自宅 (人) 67(46%)
下宿 (人) 78(54%)
生活強度 二Ⅰ (人) 50(34%)
H (人) 10(7%)
lil (人) 64(44%)
2.全体の平均栄養素等摂取量 ･充足率
全体の平均摂取量および平均充足率は表2に示
した通りであった｡
ビタミンAは2,230IU(充足率123%),ビタミン
Cは80mg(充足率159%)と目標値を大きく上回わ
表 2 全体の平均摂取量と平均充足率 N-145
平均摂取量 平均充足率 (%)
エネルギー (kcal) 1,471士 398 75±21
タンパク質 (g) 63± 22 104± 36
脂 肪 (g) 44± 21 90±43
か しシウム (mg) 455± 202 76±34
秩 (mg) 9.4± 4.8 79±40
ビタミンA (ⅠU) 2,230±2,172 123±121
ビタミンC (mg) 80± 67 159±134
食物繊維 (g) 5.4± 8.0 24±34
食 塩 (g) 6.9± 3.8 69±38
食品数 (品) 17.8+ 4.3 59± 14
数字はM±SD
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り,タンパク質も63g(充足率104%)と,目標値
を満たしていた｡しかし,それ以外の栄養素等は,
目標値を満たしていない｡特に食物繊維は5.4g
(充足率23%)と極端に低 くなっている｡
全体の平均値で栄養素等の円バランスを見てみ
ると,図1のごとくバランスの顕著な偏 りがみら
れる｡
エネルギー
食品数 100 蛋白質
カルシウム
ビタミンA
図1 全体の平均充足率
3.各栄養素等の相関
表3に示すように,各栄養素間で相関が見られ
たのは,ビタミンAと食物繊維(r-0.72),エネル
ギーとタンパク質 (r-0.66),エネルギーと脂肪
0
+
ビタミンA +
食物繊維 +
エネルギー +
タンパク質 十
脂肪 +
カルシウム +
鉄 +
食塩 +
食品数 十
ビタミンC +
(r-0.59),タンパク質と鉄(r-0.44),タンパク
質と脂肪 (r-0.40)であった｡
さらに,図2に示したクラスター分析でみると,
前述した相関関係以外に,カルシウムと鉄におい
て摂取の類似性が認められた｡
充足率が24%と極端に低かった食物繊維につい
て,低い方から5人の各栄養素等の充足率のバラ
ンスを見ると図3に示した通りであった｡タンパ
ク質や脂肪は必ずしも低 くない者が認められ,こ
れらの摂取源は卵,ウインナー,ちくわなどであ
った｡
4.摂取食品数と栄養素等摂取量
摂取食品数別の人数は図4のとおりであり,坐
体の平均摂取食品数は17.8品であった｡
また,表3に示すように摂取食品数と栄養素等
は,全般的に低い相関であったo
摂取食品数 を20品以上 を摂 った学生は50人
(34.3%)いたが,彼らを食品数多群とし,19品
以下の食品数を摂った群 (95人,65.7%)を食品
数少群として比較した結果は,表4及び図5に示
したDこれによれば,食品数多群はエネルギー,
鉄,ビタミンC,食塩の摂取量において,5%以下
の危険率で有意に高かった｡
5.自宅生と下宿生との栄養素等摂取量
自宅生群と下宿生群に分けてみた栄養素等の平
1.757 距離
図2 栄養素等のクラスター 分析 (ウォー ド法)
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エネルギ-
1OO 蛋白質
100ヵルシウム
100
ビタミンC 100 鉄
ビタミンA
図3 食物繊維の充足率の低い方から5名の栄養素等平均充足率
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表3 栄養素等の相関係数行 列
エネルギー タンパ ク質 脂 肪 カルシウム 鉄 ビ タ ミンA ビタ ミンC 食 物 繊維 食 塩 食品数
エネルギー 1,000
タンパク質 0.659 1.000
脂 肪 0.588 0.4lー2 1.000
カルシウム 0.353 0.361 0.224 1.000
秩 0.329 0.435 0.143 0.396 1_000
ビタミンA 0.118 0.204 0.104 0.345 0.293 1.000
ビタミンC 0.254 0.201 0.014 0.218 0.208 0_240 1.000
食物繊維 0.064 0.179 0.056 0.250 0,273 0.719 0.126 1.000
食 塩 0.290 0.269 0.159 0.230 0.208 0.049 0.227 0.046 1.000
食品数 0.297 0.347 0.210 0.247 0.258 0.081 0.235 0.055 0.332 1.000
0-4 5-9 10-1415-1920-2425-29 30- (食品数)
図4 摂取食品数別人数
表4 摂取食品数別に見た栄養素等摂取量
食品数多群 食品数少群
エネルギー (kcal) 1,565 1,421 p<0.05
タンパ ク質 (g) 67 61
脂 肪 (g) 46 43
カルシウム (mg) 490 437
秩 (mg) 10.7 8,8 p<0.05
ビタ ミンA (ⅠU) 2,374 2,154
ビタミンC (mg) 95 72 p<0.05
食物繊維 (g) 5_6 5_3
食品数多群 :20品以上 (50人)
食品数少群 :19品以下 (95人)
均充足率は表5に示したように,いずれの項目に
おいても有意な差は認められなかった｡
また両群について,摂取食品数をみると,表6
に示す通り有意差はみられなかったが,自宅生の
図5 摂取食品数別にみた栄養素等の充足率
方が他種類摂取する傾向はみられた｡
考 察
戦後の栄養欠乏の時代から,第5次改訂に見ら
れるように,近年はむしろ栄養過剰による成人病
予防の観点に立つ改善施策が提案されるようにな
ってきている4)｡このような背景を勘案しつつ,若
い女性の栄養摂取について以下の考察を進める｡
1.平均栄養素等摂取量 ･充足率について
今回の調査におけるエネルギー摂取量は,中永
ら5)の女子大生を対象にした1週間の食事調査に
おける,平均摂取エネルギー量の1479kcalとほぼ
同じ低い値を示した｡また,エネルギー充足率は,
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表5 自宅生と下宿生の栄養素等平均充足率
自宅生 (%) 下宿生 (%)
エネルギー 77 74
タンパク質 105 105
脂 打方 91 90
カルシウム 77 75
秩 85 73
ビタミンA 116 130
ビタミンC 162 157
食物繊維 22 26
食 塩 74 64
表6 自宅生と下宿生の摂取食品数
自宅生(%) 下宿生(%)
食品数多群 28人 (42) 22人 (28)
食品数少群 39人 (58) 56人 (72)
食品数多群 :20品以上 x2-2.944 有意確率0.086
食品数少群 :19品以下
青木ら6)の医学生の男女を対象とした調査では,
女子学生は男子学生に比べ低いことか指摘されて
いたが,今回はその値であった93.7%よりさらに
低かった｡これらの示すように,国民の栄養状態
がよくなった今日でも,一般に女子学生のエネル
ギー摂取量は低い傾向にあり,本校の学生も例外
ではない｡これは19-20歳というこの年代の女子
学生が,誤ったダイェットによって摂取量を制限
していることが要因ではないかと考える｡そして,
エネルギーの基となるタンパク質,脂質の充足率
が104%,90%であることから,特に制限している
のは糖質であることに注目する必要がある｡
摂取食品数は,1995年の看護女子大生を対象と
した裏手苅ら7)の報告における16.6品,1989年の
女子短大生を対象とした平井ら8)の19.5品と同様
に,今回の17.8品は30品に遥かに届かない｡以上
のことからェネルギー源としての糖質を多く含む
食品を摂取することによって,食品数を増やすこ
とが,栄養のバランスから考えれば効果的であろ
う｡
一方,近年注目されている食物繊維の摂取量は,
今回の結果は,中永5)らの報告における9.4gと比
べてかなり低値を示している｡糖質の増加は食物
繊維の増加と並行するかたちで改善されるべきで
あろう｡そのためには有効な食品の組み合わせの
知識を身につける必要がある｡近年市販の食品は,
栄養素等の表示もなされるようになってきており,
これらの活用も有効であろう｡
ビタミンCが必要量を遥かに超えているのは,
意識的にあるいは噂好として,果物やジュースを
多く摂取する傾向があることによっていると言え
る｡またこれを含む食品を手軽に求め,調理ある
いは摂取できるからであると考える｡しかし,標
準偏差に見られるように,摂取している学生とそ
うでない学生とのばらつきが大きい｡ビタミンC
は,同様の傾向を示すビタミンAの場合と同じく,
その日摂取する食品によって含有量の差が大きく,
日々に変化する可能性がある｡従って意識的に,
かつ恒常的に必要量を才頁取するよう習慣化する必
要がある0
2.摂取食品数と栄養素等摂取量
厚生省の食生活指針1)の示すように,同類の食
品に偏ることなく30食品を摂るようにすれば,当
然,栄養素は充足されようが,同時に栄養素の過
剰摂取をもたらす可能性がある｡この集団におい
ては,摂取食品数の充足率は低いので,すでに充
足されている栄養素等のバランスを考えながら増
やす必要がある｡この意味で,エネルギーについ
ては前述したとおり脂肪,タンパク質以外で摂取
するよう努めればよいであろうo
また,ビタミンCは平均値として充足されてお
り,食塩は摂取量を上げる必要はないので,今回
は全体の平均充足率の低かった鉄について考慮す
る必要がある｡
摂取食品数多君削二は鉄の摂取量も多い傾向にあ
るが,鉄と食品数との相関は高くないので,食品
を多くとれば自然と鉄の摂取量が増えるわけでは
ない｡すなわち摂取食品数を増やせば,鉄分の多
い食品が含まれる可能性が高まるわけで,鉄を効
率よく摂取するには,これを多く含む食品をある
程度意識して摂取する必要があると言える｡
さらに,相関係数は低かったが,クラスタ一分
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析によれば,鉄は,摂取に当たってカルシウムと
動きを同じくする傾向が認められる｡鉄摂取不足
の解消にはこのことも考慮する必要がある｡中
村9)の挙げる鉄やカルシウムを多く含む野菜には
小松菜,春菊などがあるが,このような食品群を
選択できるような習慣づけが重要であろう｡
3.食物繊維について
栄養素間で高い相関が見られたのは,ビタミン
Aと食物繊維であった｡ビタミンAを多く含む食
品をとることによって,食物繊維の摂取不足も改
善されるのではをいかと考える｡ビタミンAは,
今回の調査結果では充足率123%であるが,図3を
見ても明らかなように,食物繊維の充足率の低い
学生はビタミンAの充足率が低いので,ビタミン
Aを摂ることによって食物繊維の充足率が改善さ
れると考える｡
たとえば,中村9)が示すように,ほうれん草,ブ
ロッコリー 等の緑黄色野菜は,食物繊維,ビタミ
ンAの両方の栄養素を多く含んでいる｡そして,
摂取の容易な食物繊維を多く含む食品にはサツマ
イモやブ ドウパンなどがあり,鉄やカルシウムと
同様に,具体的に提示することにより,若い世代
にも栄養改善が実行しやすいものとなると考える｡
また食物繊維の充足率の低い5人は,タンパク
質以外の充足率も低い｡特にカルシウムと鉄の充
足率が非常に低 くなっている｡クラスター分析で
近い動きを見せた,鉄とカルシウムの両方を含む
食品を摂取する必要がある｡そのことを通じて,
食物繊維の少ない学生の栄養素等のバランスが改
善されると考える｡
先に糖質を中心とした摂取エネルギーの改善に
ついて述べたが,中永5)らも日常食におけるエネ
ルギー摂取量の増加により,エネルギーと食物繊
維の比は高まる傾向にあったとしているように,
食物繊維を多く含む食品を選択的に摂取してエネ
ルギーを増すことが,この集団における栄養素等
のバランスを改善するポイントになると考える｡
今回の研究では,食物繊維を水溶性 ･不溶性と
に区別をしていないが,最近の研究10)では食物繊
維をさらに詳しく分類しており,今後この点から
の研究も必要である｡
4.自宅生と下宿生の比較
今回の結果では,いずれの栄養素においても,
自宅生と下宿生の間に有意差は認められず,さら
に,摂取食品数を多群と少群に分けて分析しても,
多少の差はあったが有意ではなかった｡
嘉手苅ら7)の研究では,下宿生のほうがバラン
スが悪いとし,一般的にもそう思われがちである
が,今回の結果は異なっており,更に検討する必
要がある｡この点については,自宅生でも用意さ
れた食事の摂取を抑制しがちであったり,母親の
就労が普通となっている今 日的家庭生活の変化が
反映されていることも考えられる｡
バランスのよい摂食習慣の獲得の必要性という
点では,自宅生も,下宿生にも同じようをことが
言えよう｡
ま と め
看護学生を対象に,食品及び栄養素等の摂取状
況の分析を行い,以下の結論を得た｡
1.全体の平均充足率のバランスは,食物繊維が
低 く,ビタミンA,ビタミンCが高い値を示した｡
2.摂取食品数と栄養素等との相関は低かったが,
食品数を2群に分けて比較すると,食品数多群で
エネルギー,秩,ビタミンC,食塩の摂取量が有
意に多かった｡
3.充足率の低かった食物繊維と,ビタミンAは
高い相関があり,また食物繊維の充足率の低い学
生は,カルシウム,鉄の充足率が低い傾向にあっ
た｡
4.自宅生と下宿生の比較では,栄養素等の充足
率に差は見られなかった｡
これらの改善には,上記の結果を考慮して,栄
養の不足を効果的に補える食品の選択や,若い世
代の噂好や生活に合った食習慣形成のための情報
の提供が必要である｡また実践をどのように動機
づけてゆくかということも今後の課題として重要
である｡
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Foodintakeandnutrientsintakeofnursingstudents.
EikoHosHINA,NiwaOHTAandTakeoOHTA
AbstTact
Aquestionnairesurvey ondailyfoodintakewasconductedtoassessthefoodintake,the
nutritionalintakeandfulfilingrateofnutrientsin145second-yearsstudentsofSchoolofHealth
Sciences,OkayamaUniversity,in1993and1994.Thefolowingresultswereobtained.
1.Themeanfulfilingratewaslowfordietaryfiber･,whileitwashigh forvitaminAandvitaminC.
2.Therewerelowcorrelationbetweenthenumberoffoodsandanyspecificnutrient.Intakesof
energy,iron,VitaminCandsaltweresignificantlyhigherinstudentstakingalargenumberof
foodsthanthosetakingasmalnumberoffoods.
3.TherewasacorrelationbetweentheintakeofdietaryfiberandthatofvitaminA.Studentswith
alowfulfilingrateofdietaryfibertendedtohavelowfulfilingrateofcalciumandiron.
4.Therewerenodifferencesbetweenstudentslivingwiththeirparentsandthoselivingalone.
Foodintakeshouldbedecidedeffectivelytocorrectnutritionalimbalanceinstudents.Itis
necessarytoinformyoungpeoplehowtoform dietaryhabitscorrespondingtotheirtasteand
life-style.
Keywords:foodintake,nutrientsintake,nursingstudents
SchoolofHealthSciences,OkayamaUniversity
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